
 
 

 

 

 

 

今月の聖句  月主題  
       

喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。 

ローマの信徒への手紙  １２章１５節 

０歳児クラス  ： だいすき  

１．２歳児クラス  ： またあした  

幼児クラス  ： わかちあう  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                          
 

 
 

                               ＝２月の行事＝ 

 

 

１日(木) 内科健診（２歳児）  

１９日(月) 
幼児クラス合同礼拝（３.４.５歳児） 

２日(金) 誕生会  避難訓練 

５日(月) 幼児クラス合同礼拝（３.４.５歳児）  ２６日(月) 幼児クラス合同礼拝（３.４.５歳児） 

７日(水) 体育遊び（５歳児）  

２８日(水) 
入園説明会 

（２０２４年度新入園児対象） １３日(火) 幼児クラス合同礼拝（３.４.５歳児）  

１６日(金) 保育参観日（３.４.５歳児）  ２９日(木) 上ヶ原南小学校交流（５歳児） 

今年のお正月は能登半島で石川県を震源とした大地震がありました。この被害の大きさに、２９年前に

私が経験した阪神・淡路大震災の記憶がよみがえってまいりました。特に輪島市の火災現場は長田の 

火災現場そのもののようで、心が痛みます。 

２９年前の阪神・淡路大震災、関西学院では学生下宿が倒壊し、１０数名の下宿生が亡くなりました。 

また現在、地すべり資料館になっている場所で、教職員の方も亡くなりました。私の自宅は壁に亀裂が 

入り、下水管の破損、一部のドアが開きにくくなりましたが、幸いにも大きな被害をまぬがれました。  

しかし電気はその日のうちに復旧したものの、ガスや水道は３月中旬まで復旧せず不自由な暮らしを 

余儀なく強いられました。また、当時私は学生課に勤務していましたので、避難所（学生や住民の  

避難所として学生会館を提供していたため）の管理運営業務で、毎日弁当持参で慌ただしい日々を

送った記憶がよみがえります。 

最近、日本列島は全国各地で地震が頻繁にあり、これから３０年以内に東南海地震が発生することが 

予想されています。この地震が保育中に起きたとき、私たちはどのように行動するのか、子どもたちを  

どのように保護するのかをシミュレーションする機会として、先月１月１７日（水）に震災避難訓練を  

行いました。本園のある場所は津波の心配がまずないため、大きな地震がくればおもちゃ棚等倒れる 

恐れのある場所は避け、保育室の真ん中に集まり、揺れが収まるのを待って関西学院聖和キャンパスに 

避難することを考えています。保護者の皆様も日頃から万一に備え、どのように行動するかをシミュレー 

ションしてみてはいかがでしょうか。 

2024 年 2 月 No 482 
聖和乳幼児保育センター 
園 長 土井 善司 

のびる芽  

◇２月２７日(火)は職員会議があります。 


